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目的： 

我々の先行研究で、日本人集団において、父親の BMI（Body Mass Index：体格指数）よりも父親の身長が子どもの出生時体重と

強く関連することを示した。しかし、父親の体格と 3 歳時の子どもの体格との関係はまだわかっていない。本研究では、父親の

BMI および身長と 3 歳時の子どもの肥満との関連を調査することを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査に登録された 104,062 名の対象者のうち条件を満たす 33,291 名のデータを使用した。父親の BMI、身長をそれぞれ

四分位に分け、最小群を基準とし、他 3 群における 3 歳時の子どもの肥満（男女別）のオッズ比を、多変量ロジスティック回帰分

析を用いて算出した。  

 

結果： 

父親の BMI が大きいほど、男児、女児ともに 3 歳時の肥満の割合が高く、多変量解析で父親の BMI と子どもの肥満に男児、女

児ともに有意な関連を認めた（P<0.0001）。一方、父親の身長と 3 歳時の子どもの肥満には男児、女児ともに有意な関連は認めら

れなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

今回の結果は、先行研究における父親の体格と子どもの出生時体重との関連とは異なっており、父親由来の出生前のエピジェ

ネティックな要因や環境要因が、これら 2 つの研究の違いに関与している可能性がある。一方、先行研究で、発育期の肥満は、

将来の非感染性疾患（NCDs）発症の決定要因であると報告されていることから、父親の BMI と 3 歳時の子の肥満との関連は、父

親の要因が子どもの将来の NCDs 発症に関与している可能性を示唆している。なお、本研究の限界は、食事摂取量や身体活動

量などの生活習慣要因について調整できなかったこと、両親や子どもの身体測定値が自己申告によるものであること、参加者の

67％が除外されており、選択バイアスの影響を受けやすいことなどが挙げられる。 

 

結論： 

父親の BMI と 3 歳児の肥満との関連は、子どもの将来の NCDs 発症において父親側の要因が関与している可能性を示唆した。

父親の体格と小児期や思春期の子どもの肥満との関連について、さらなる研究が必要である。 

 
 


